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新 型コロナの
流行、そして
政変が子ども
たちを 襲った





アフガニスタン山の学校支援の会は、写真家・長倉洋海が取材活動を

通して出会ったパンシール渓谷ポーランデ地区の子どもたちの教育支援

を目的として設立された非営利の団体です。2004年4月に設立、以後2014

年3月までの約10年間にわたって活動を続けてきました。その後2017年

 3月まで活動を延長。4月より第2期支援活動をスタートしました。

おかげ様で完売しました。また来年もよろしくお願い致します。
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アフガニスタン・パンシール渓谷の「山の学校」。授業を受ける6年生。教えるのは山の学校の卒業生の女性教師。
外ではヒンズークシの雪解け水が激しい音を立てて流れているが、生徒には気にならない。
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表紙：キルギス共和国

Photographs of Hiromi Nagakura

大 切 な も の を 探 し て

Calendar
2022

ネパールの山道で見つけた足跡型の石

ハイチで買ったスイカ模様の器

東京・日野市の農家で私が収穫したバナナ。
黒くなってしまったので、色を塗った

アフガニスタンで入手した仏陀。
顔は削られていた

川湯温泉の古道具屋で見つけた
ハンガリー製の缶

アフガニスタン北東部の形に似た石

コーラ缶のカメラ。
シャッターを切ると、
レンズ部からばね仕掛けの人形が
飛び出す優れもの。キューバ製

長倉洋海（ながくら・ひろみ）

写真家。1952年、北海道釧路市で生まれる。

京都での大学生時代は探検部に所属し、手製イカダによる日本海漂流やアフガン遊牧民調査などの探検行をする。

1980年、勤めていた通信社を辞めフリーランスとなる。以降、世界の紛争地を精力的に取材する。中でもアフガニスタ

ン抵抗運動の指導者マスードやエル・サルバドルの難民キャンプの少女へスースなどを長いスパンで撮影。戦争の表層

ではなく、そこに生きる人間そのものを捉えようとするカメラ・アイは、写真集『マスード　愛しの大地アフガン』『サルバ

ドル　救世主の国』（ともにJICC出版）に結実し、第12回土門拳賞、日本写真協会年度賞などを受賞した。

2004年、テレビ放映された「課外授業・ようこそ先輩―世界に広がれ、笑顔の力」はカナダ・バンフの国際テレビ祭で

青少年・ファミリー部門の最優秀賞ロッキー賞を受賞。

2006年には、フランス・ペルピニャンの国際フォト・ジャーナリズム祭に初の日本人写真家として招かれ、「マスード　敗

れざる魂」展を開催。2017年には東京都写真美術館で写真展「長倉洋海の眼ー地を這い、未来へ駆ける」を開催。同

年9月　NHK・ETV特集で「アフガニスタン　山の学校の記録―マスードと写真家長倉洋海の夢」を放映。

 2004年から「アフガニスタン　山の学校支援の会」の活動を続ける。

 2015年には故郷・釧路の実家の店舗を使った、世界を知り、伝えるための 「長倉商店塾」 をスタートさせた。

写真集に『獅子よ 瞑れ』（発売・河出書房新社）、『西域の貌』（山と渓谷社）、『人間交路シルクロード』（毎日新聞社）、『地を

駆ける』（平凡社）、『ザビット一家、家を建てる』『北の島・南の島』（偕成社）など。

著書に『フォトジャーナリストの眼』（岩波新書）、『ぼくが見てきた戦争と平和』（バジリコ）、『私のフォトジャーナリズム』
（平凡社新書）、『アフガニスタン　ぼくと山の学校』（かもがわ出版）などがある。

近年の作品に写真絵本シリーズ『世界は広く、美しい―地球をつなぐ色』（新日本出版／全6巻）、『いのる』『はたらく』

『まなぶ』『つながる』『さがす』『学校が大好き アクバルくん』（アリス館）、セレクション集『Hiromi Nagakura』（未來社

／全5冊）、『女、美しく―わが旅の途上で』（A.T.OFFICE）、『MASSOUD』（長倉商店塾）がある。

＊カレンダーの売り上げはすべてアフガニスタン山の学校支援の会の活動費に充てられます。
　http://www.h-nagakura.net/yamanogakko

デザイン:鈴木康彦
印刷：東京印書館　PD：髙栁 昇　山口雅彦

タクラマカン砂漠の砂で洗われ、
金斗雲のようになった胡楊の木

表紙：ネパール西部ドルポ地方。その最奥部にあるチベット仏教の聖地に向かった。荷を積んだヤクも標高4000mの山道を行く。
　　　眼下のポスクンド湖は村の災いを取り除くために黄金の仏像が投げ込まれたという伝説を持つ。

 11月27日（土）吉祥寺の武蔵野公会堂で会員90名を含む139名も
の方のご参加を得て現地報告会が開催されました。第１部は長倉
代表の今後の会の方針説明、そして今年の現地訪問のスライドト
ークと続きました。第２部はツイッター上の写真をもとに状況説
明があり、後半にはカブールから安井浩美さんがオンラインで登
場。皆さん、安井さんと代表とのやり取りを一言も漏らすまいと
じっと耳を傾けておられました。
休憩時間に河邑厚徳監督が現在制作中の映画から今回のために編
集してくださった特別版（14 分）の上映、そのあとで監督にも登
壇していただきました。休憩時間中に書籍とカレンダー、安井さ
んが主催される工房のクラフト製品、全てが売り切れるという嬉
しいニュースもありました。アンケートには「これからも変わら
ぬ支援を続ける」という多くの声をいただき、スタッフ一同、大
いに励まされました。報告は第１部のみですがオンラインで配信
予定です。詳しくはホームページやSNSでお知らせします。


